
クラスターとは、ぶどうの房や羊の群れを意味します。米国の経済学者マイケル・ポーター
氏が著書『経済戦略』の中で異業種間のネットワークを構成している状況を意味するものと
して『産業クラスター』という言葉を使っています。私たちは地域経済活性化への貢献を目
指して、2003 年 8月に産業クラスター研究会を設立しました。
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地域経済の活性化を目指し、社会貢献をしています。

日本人の勤勉さをとりもどせ

クラスターとは・・・

社団法人 横浜北工業会
会長　佐藤　信夫　新年明けましておめでとうございます。

　産業クラスター研究会の皆様には日頃大変お世話
になっており、当会の会員企業に対しまして種々ご
指導いただいておりますことに深く感謝申し上げま
す。
　さて、日本の政治経済は、今ほど疲弊し先の見え
ない時代はないのではないでしょうか。バブル経済
の前の日本人は、欧米各国から日本人は働くアニマ
ルだといわれるほど、今よりもはるかに勤勉であり
堅実であったと思います。しかしながら、その後の
政府や官僚のとった政策は、労働時間の短縮や残業
時間の規制であり、休日を増やしたり飛び石連休対
策として国民の休日などを設けて三連休或いは五連
休にしたことなどにより、日本の製造業はコスト高
が顕著となって正社員の雇用を減らさなければなら
ない状態に陥っております。
　そうした結果、グローバル経済に対処するためと
の大義名分をつけて大企業の多くが生産拠点を海外
に移し、国内の産業空洞化によって、大企業の下請
けである中小企業は仕事が減少して 1984 年の水準
にまで下がってきております。
　まず政府が一番先にやらなければならないことは、
ばら撒きでも計画性のない税制改正でもなく、日本
の産業空洞化に歯止めをかけることです。ニートの
研修費用を政府が助成しても雇用の拡大には繋がり
ません。海外進出を目論む企業をできるだけ国内に
引き止め、雇用の基礎をしっかりさせることが求め
られております。それには、今のような就業時間の

短縮や残業時間の規制を撤廃することが先決です。
そして、休日は日曜日と本来の国民の祝日のみとし、
稼働時間を増やすことによってコストの低減を図り、
企業の活性化に繋げていくことが重要であると考え
ます。今のような一年のうち三分の一が休日である
ような雇用形態を続けていけば更に産業の空洞化が
進み、日本は沈没してしまうでしょう。戦後の復興
にかけた日本人の勤勉さはどこに行ってしまったの
でしょうか。
　日本の労働文化は、働くことに喜びを感じること
です。いくら政府がゆとりある生活を提唱しても休
日があるだけではゆとりを実感することができず、
むしろ不安な日々を過ごしているのが現状です。働
いて給料を多くとり、そのことによってゆとりが生
まれるのです。高速道路の無料化や値下げに関して
は多くの国民は賛同しておりません。安定した雇用
の裏づけがあって始めて人はゆとりを取り戻せるの
です。現在のゆがんだ政策や制度には数えきれない
ほどの問題点があります。今こそ私どもは声を大に
して主張するときではないでしょうか。

（佐藤会長は現在 横浜高周波工業（株）代表取締役会長とし
て経営に携わられる傍ら（社）横浜市工業会連合会会長の要
職も務められています）
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　また、昨年は財務体制強化の一環として認定
NPO 取得の検討を開始しましたが、本年は認定
NPO を取得し、法人会員が寄付をし易いシステム
をつくりたいと考えています。

　昨年末、大学の先生に経営者の皆さまに元気に
なっていただく講演会をお願いし、多数の皆さまに
ご参加いただきましたが、そのご講演の中で「昨今
の厳しい経営状態が続く背景には社会の変化があ
る、変化に対応するには社会を観る必要がある、社
会を観る必要を訴えるのが企業の社会的責任（CSR）
であるとのお話しを拝聴し、NPO としての当会の
運営・支援活動もこの意識の共有を図るとともに、
法人会員の皆さまの CSR 活動の受け皿となるよう
取り組むべきとの思いを強くいたしております。

　最後になりましたが、皆さまの本年のますますの
ご活躍とさらなる飛躍をお祈りして年頭のご挨拶と
いたします。

　明けましておめでとうございます。内閣府認証
NPO 法人産業クラスタ－研究会も本年１月には満 8
周年を迎え、さらなる飛躍・脱皮を遂げる年を迎え
ます。これまでご支援・ご協力をいただきました会
員の皆さま方に感謝・お礼申し上げますとともに、
なお一層のご支援・ご鞭撻を賜りますようお願い申
し上げます。

　一昨年春以来、理事長を含めた新任の役員・部会
長も 3 年目を迎え、微力ながら現状把握と積極活動
に努めてまいりましたが、先行き不透明な経済情勢
の中当会活動はまだまだ厳しい環境の中にあります。
地域経済に密着した支援活動を行うという当会の目
標達成に法人会員の皆さま方のますますのご支援・
ご協力をお願い申し上げる次第です。

　さて、本年の活動目標ですが、優先課題として昨
年に引き続き、法人会員との関係強化・信頼構築に
努めてまいります。具体的には、新たなニ－ズを掘
り起し、新製品の開発・販売体制の支援、人材育成
などに役立つように、皆さま方のご意見・ご要望を
聴きとり新年度の活動指針に織り込みます。従来か
らの支援内容（特許調査、ISO 取得、翻訳業務、HP
作成、住宅リフォ－ムなど）の充実・拡大にも努め
る所存です。
　さらに昨年新設した環境事業部会は地域社会に密
着した課題をとりあげ解決を図るとともに、社会貢
献型のビジネスモデル構築に参画します。
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新年のご 挨拶 理事長　木下　武
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法 人 会 員 紹 介

株式会社
　　　アサヒリソース

静脈産業の上流を目指して

環境問題の担い手として

　当社は平成元年有限会社アサヒ紙業として設立、
横須賀市内の集団資源回収を主な仕事としてまいり
ました。その後業務を拡張し、単に古紙回収にとど
まらず産業廃棄物及び一般廃棄物の収集運搬業を加
え社名もアサヒリソースに改名しました。リソース
は「再生資源」を表し、再生可能となるごみはすべ
て資源としてリサイクルしようという思いからの改
名でした。その後平成 18 年に組織を株式会社にし、
今日に至っております。
　現在は事業も 4 部門に広がり、従来から行ってい
る「集団資源回収部門」では横須賀市内の町内会や
小中学校のＰＴＡの皆さんと一緒に汗を流し、「事業
系一般廃棄物・産業廃棄物収集運搬業部門」ではい
ち早く電子マニフェストを導入し、公共施設や一般
企業の皆様に喜ばれております。また新たな部門と
して家電リサイクル法に基づく家電の収集運搬業を
行っております。この事業ではある大手の通販会社
の横浜市川崎市全区をはじめ横須賀市、逗子市、鎌
倉市のリサイクル家電製品の収集運搬を手掛け、お
かげさまで財団法人家電製品協会より取扱優良店に
選ばれました。また 2 年前に非鉄部門を創設し神奈
川県下では唯一のアルミの溶解に挑戦し、より良い
品質のインゴットの作製を目標に製品づくりを心掛
けております。加えて非鉄部門はベトナムの現地法
人と業務提携し販売先を国内にとどめず新興国にも
目を向け、新たな市場の開拓にまい進しており弊社
としても今後の成長部門として大いに期待している
ところです。
　地球温暖化に始まる一連の二酸化炭素削減政策、
米国のグリーンニューディール政策、太陽光発電、
風力発電、ＬＥＤ照明に電気自動車、二酸化炭素排出
量取引制度、そして中国に端を発したレアメタルや
レアアースの確保問題と、環境関連の記事が新聞紙
上を毎日にぎわせています。

これら一連の環境問題は静脈産業の一翼を担う弊社
にとって関連企業の皆様のためにも低コストでより
良い環境パフォーマンスを提供し、なおかつコンプ
ライアンスの徹底を図り、クオリティーの高いサー
ビスを研究しなければならないと考えております。
　弊社も『未来の子供たちのために』をモットーに
環境問題と真摯に向き合い、ＮＰＯ法人『アルミ缶で
ボランティア』と連携し小中高等学校や個人の方の
アルミ缶やプルタブの回収のお手伝いや『エコキャッ
プ推進運動』のＮＰＯ法人 ( 内閣府認証 ) エコキャッ
プ推進協会よりご依頼された鎌倉逗子をはじめとす
る湘南地区や横須賀三浦地区のエコキャップ回収を
一手にお引き受けするなどボランティア活動に積極
的に協力いたしております。
また横須賀市内の障碍者地域作業所とも連携し資源
回収や電子家電製品の分解作業などを通し作業所の
皆様と交流を図り、作業所利用者を対象にした弊社
主催の「環境ポスターコンクール」はみなさまから
予想以上の反響をいただき、来年も第 3 回目のコン
クールを予定いたしております。
　今後も環境問題を地球規模で考え足元から（でき
るところから）行動する会社を目標に静脈産業の上
流を目指し企業や行政並びに地域の方々と手を携え
て業務に励んでまいりたいと思います。

〒239-0831 神奈川県横須賀市久里浜 2-25-9-405
TEL.046-847-1366      FAX.046-857-2030
h t t p : / / a s a h i r e s o u r c e s . c o . j p /
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事務局からのお知らせ

★中小企業支援セミナー開催のお知らせ
　2月 25日（金）15:00～17:00 に神奈川県の経済・環境政策及び中小企業の地球温暖化対策と
　当会の中小企業支援活動の状況につき、横須賀合同庁舎にて実施。
★新入会員紹介
　個人会員　近藤勝彦　葉山町在住　大手電機メーカOB
　　　　　　平野和夫　横須賀市馬堀海岸在住　大手新聞社OB

部 会 活 動 紹 介

環境事業部会の設立にあたって
　環境事業部会が昨年 11 月に設立されました。前号
では、当研究会の環境分野への取組みの動機と基盤
について述べました。今回は、その事業目的と今後
の事業展開および当面の事業計画を紹介します。

（１）事業目的
環境分野での当会シニア集団の経験と体験と幅広い
人的ネットワ－クを活かして、広く産官学民との連
携・支援活動を始めることにいたします。具体的には、
１）一般市民、中小企業、を対象に、環境問題・課題、
解決のための施策などの啓蒙・教育と、持続性
ある環境都市として、安全で快適な生活ができ
る街づくりに貢献する。

２）特に、中小企業については、CSR( 企業の社会
的責任 ) を果たして、EMS( 環境経営 ) を基盤に
した企業持続性を求める「グリ－ンイノベ－ショ
ン」（環境関連技術を武器にした企業戦略）を展
開し、環境問題・課題を多面的な分野から分析、
認識してニ－ズとシ－ズの出合いの場をつくり、
新しい商品や事業創生に貢献する。

（２）事業展開
１）環境問題についての啓蒙・教育のために、講習会、
勉強会、見学会等の企画・コ－デイネ－トをお
こなう。

２）行政（県、横浜市、横須賀市）の環境指針、構想、
施策について、既存する協議会、プロジェクト
などに参加しての連携・支援活動を考えている。
①「横浜市グリ－ンバレ－構想」と「Eco2Cities
プロジェクト」への参加及び協働事業の提案を
おこなう。
②「再生可能エネルギ－」（太陽光発電、風力発電、
等）導入に向けての産官学連携・支援活動。
③「環境自動車」（電気、燃料電池自動車）の導入
及び「カ－シェアリング」について、行政との
協働事業としての連携・支援活動。

３）ごみ・廃棄物の減量化とリサイクル化について
の相談及び事業企画・構築の連携・支援活動。

４）東京都と埼玉県がスタ－トさせた「キャップ・
アンド・トレ－ド型排出量取引制度」が神奈川
県に導入された際の中小企業に対する支援・連
携活動を考えている。

５）「ISO14001」や「EcoAction21」の認証取得支援。
６）既存の「住宅リフォ－ム事業」と「ホ－ムペ
－ジ作成事業」との連携・サ－ビスをおこなう。

（３）当面の事業計画
１）行政（横須賀市、横浜市、近隣市町）や障害
者地域作業所との協働事業として、LLC（有限
責任会社）や LLP（有限責任事業組合）を組織
化して「こでんリサイクル事業」のビジネスモ
デルの構築を企画する。

２）横浜市大の影山摩子弥教授に会長（座長）を
お願いして、環境問題を自由に話せる懇談会形
式の「産 / 学 /NPO 交流会サロン」の設立を考
えている。中小企業における「CSR を果たして
の EMS を基盤にした」新しい商品・事業の創生
につなげる。

３）「横浜市のグリ－ンバレ－構想」や「Eco2Cities
プロジェクト」の協議会、プロジェクトなどへ
の参加と協働事業の提案をおこなう。

４）「ISO14001」や「EcoAction21」の認証取得支援。
５）既存の２つの事業との連携・サ－ビスをおこ
なう。
①「住宅リフォ－ム事業」：「住宅エコポイント」
についての一般市民、中小企業への相談、勉強
会の実施を連携しておこなう。
②「ホ－ムペ－ジ作成事業」：中小企業の「ホ－ム
ペ－ジの環境面の充実」会社の環境方針の作成、
経営・技術の特徴の整理を行い、表現・文案の
作成を支援する。

　今後は、産官学民と連携・支援して、行政といく
つかの協働事業に取組み、幅広い事業展開と実利的
成果の得られる活動を可能にするために、会員の増
員と、他の NPO や技術士会などとの相互連携・協
力も図り、連携・支援活動力の強化を図っていきます。

（阿部昭彦）
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影山摩子弥・横浜市立大学教授の講演
「生き残りをかけた経営戦略」

「よこすか産業まつり 2010」に出展！
2010 年 11 月 6 日、7 日に、記念艦「三笠」前の
三笠公園にて開催された「よこすか産業まつり
2010」に 3 年ぶりに出展。住宅リフォ－ム事業部
会活動を主に当会活動紹介と会員募集が目的でし
た。

住環境、自動車、
ショッピングゾ－
ンに、地産地消の
農水産ゾ－ン、県
外の交流都市（会
津若松市、松山市、
高崎市倉渕町、新
潟県五泉市）から
の特産品販売もに

ぎやかでした。当会のブ－スは PR・展示ゾ－ンに
あり、飲食ゾ－ン、野外ステ－ジへの通り道で人通
りの多いところながら素通りされやすいところでも
ありました。
そこでパソコンで当会会員が制作したスロットマ
シンゲ－ムを子供にやってもらい、当りなら景品を
上げる工夫をしました。もちろん、狙いは孫連れの
シニア世代。景品は当会が業務委託を受けたことの
ある某食品製造会社に寄付をいただき、もう一つ、

青森ヒバで作った積み木も用意しました。同じ形の
木型 20 個全部を使用して組みあげるというのが課
題です。積み木は当会と提携関係にあるNPOが「木
育」をテ－マに販売戦略を策定しているものを借り
ました。土台をしっかりさせようとする子、とにか
く高くしようとする子、子供の性格が現れます。意
外だったのは、年寄りも興味を持ったことです。聞
けば脳梗塞後、不自由になった手・指のリハビリ用
具として考えておられたようです。
法人会員、賛助会員の出展は、三浦藤沢信用金庫、

（有）原田運送、（株）アサヒリソ－ス、( 株 ) 高戸
工務店、（株）美装　でした。なお、このとき当会
ブ－スに立ち寄られた某氏は、当会の中小企業を支
援するという取り組みに賛同され入会されてご活躍
中です。お祭りは楽しむことが大事。私たちも参加
して大いに楽しみました。
今後とも市民と一体と
なった町おこし、商店街
の活性化、中小企業が元
気になることに一役買っ
たイベントであることを
期待しています。

（堀家彰生）

円高・デフレに翻弄された平成 22 年の当研究会
活動を締めくくる「経営者交流会・忘年会」が平成
22 年 11 月 25 日（木）午後 6 時から横須賀市産業
交流プラザで開かれました。

第１部は横浜市立
大学国際総合科学研
究院の影山摩子弥（ま
こや）教授が『生き
残りをかけた経営戦
略―昨今の厳しい経
済環境の中で「勝ち
組」中小企業になる

ためのヒント』と題し講演されました。
影山教授は同大学 CSR センター LLP（有限責任
事業組合）センター長を務める一方、中小企業を含
め地域における CSR（企業の社会的責任）活動を評
価する仕組みとして注目されている「横浜型地域貢
献企業」認定事業の制度設計に携わるなど、特に中
小企業のCSR活動に造詣が深い専門家です。
影山教授は昨今とりわけ中小企業にとって厳しい
経営状態が続く背景には「社会の変化」があり、そ
の変化に対応するには「社会を観る」必要があると

話しました。そして社会を観る必要を訴えるのが
CSRであり、CSRは大企業がやるものと思っている
人がいるが、中小企業にとってこそ重要な意味があ
ると指摘されました。
ケインズ主義など 20 世紀システムの崩壊、日本
経済の時代背景（産業構造変換）、CSR をめぐる日
米欧の歴史、経団連・経済同友会など大企業による
CSR 取組の動きなどマクロ経済にも言及し、最後に
『企業は利益を上げて存続せねばならない。「社会的
責任」を果たしている良い企業は利益を上げて存続
できる』と結びました。（法人会員・個人会員など
出席者 39名）
第 2 部の忘年会はご都合で参加できなかった影山
教授に代わり千賀重義・同大名誉教授が出席、法人
会員、個人会員など合計 32名の方々が、新会員紹介、
名刺交換など和気あい
あいの雰囲気の中で、
いっそう厳しさが予想
される平成 23 年の経
済情勢などについて話
し合っていました。

（平野和夫）
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（
前
号
よ
り
つ
づ
く
）

司
会
：
と
こ
ろ
で
N
P
O
活
動
で
重
要
な

こ
と
は
何
で
す
か
。

H
：
前
も
言
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
6
0
歳

以
上
、
定
年
退
職
の
年
齢
が
確
か
に
年
々

上
が
っ
て
い
る
け
ど
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ

く
、皆
さ
ん
が
や
っ
て
欲
し
い
こ
と
を（
実

行
）
す
る
に
は
若
い
人
た
ち
に
（
そ
れ
を
）

広
げ
て
、
吸
い
上
げ
て
、
そ
の
人
た
ち
に

教
え
て
、
動
い
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は

私　

大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
物
理

的
に
年
齢
的
に
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
大
変
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。

司
会
：
そ
う
で
す
ね
。

H
：
若
い
人
た
ち
に
智
恵
を
移
し
て
、
そ

の
人
た
ち
が
や
っ
て
（
実
行
し
て
）
企
業

に
応
援
で
き
る
。

　

次
世
代
教
育
み
た
い
な
こ
と
を
ク
ラ
ス

タ
ー
が
や
る
こ
と
は
と
っ
て
も
大
事
な
こ

と
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

司
会
：
大
変
い
い
こ
と
で
す
よ
ね
。
H
さ

ん
が
実
践
し
て
お
ら
れ
る
の
を
み
て
い
つ

も
感
心
し
て
い
ま
す
。
D
さ
ん
は
重
要
な

こ
と
は
何
で
す
か
。

地
域
社
会
の
活
性
化
や
地
域
経
済
の
発

展
に
、
企
業
O
B
の
活
用
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

企
業
の
O
B
で
あ
る
私
た
ち
は
N
P
O

活
動
と
し
て
地
域
経
済
、
と
り
わ
け
地

域
の
中
小
企
業
の
支
援
を
行
っ
て
き
て

い
ま
す
。
前
号
で
は
「
こ
ん
な
N
P
O

活
動
に
し
た
い
」
と
い
う
座
談
会
の
話

し
の
糸
口
と
し
て
当
会
の
良
い
点
、
悪

い
点
の
座
談
（
2
0
1
0
年
9
月
実
施
）

を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
号
は
そ
の
つ
づ

き
を
掲
載
し
ま
す
。

D
：
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
経
営
基
盤
を

シ
ッ
カ
リ
す
る
こ
と
で
す
。
N
P
O
で
失

敗
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
経
営
的
に
成
り
立

た
な
く
な
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
社

会
奉
仕
を
忘
れ
ず
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
確
立

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

C
：
私
は
こ
れ
か
ら
や
は
り
環
境
問
題
を

追
い
か
け
て
い
き
た
い
。
中
小
企
業
の
中

で
の
。
会
と
し
て
も
長
期
取
り
組
み
課
題

と
し
て
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
。

B
：
そ
う
い
う
意
味
で
は
中
小
企
業
支
援

と
い
う
軸
足
は
シ
ッ
カ
リ
し
て
る
の
で
、

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

D
：
利
益
は
な
く
て
も
い
い
が
、
会
が
存

続
で
き
る
程
度
に
は
収
入
が
あ
っ
て
欲
し

い
。（
笑
い
）

C
：
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
い
う

こ
と
で
は
、
今
や
っ
て
い
る
産
学
連
携
を

進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

B
：
当
会
は
内
閣
府
認
証
の
N
P
O
で
す

が
、
更
に
一
段
上
の
認
定
N
P
O
に
な
る

努
力
が
必
要
で
す
よ
ね
。
つ
ま
り
寄
付
金

が
会
の
所
得
の
20
%
を
超
え
る
こ
と
で

す
。

D
：
今
春
よ
り
い
ろ
い
ろ
検
討
を
し
て
い

ま
す
が
来
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す

ね
。
認
定
N
P
O
の
こ
と
で
す
け
ど
。

G
：
当
会
が
続
け
て
い
け
る
か
ど
う
か
は

景
気
に
左
右
さ
れ
る
。
景
気
が
悪
く
な
る

と
そ
の
影
響
は
も
ろ
に
中
小
企
業
の
皆
さ

ん
が
受
け
る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
の
出
番

が
高
ま
る
筈
な
の
に
、
中
小
企
業
の
皆
さ

ん
は
仕
事
が
な
い
か
ら
わ
れ
わ
れ
に
依
頼

や
相
談
す
る
案
件
も
減
っ
て
く
る
。
余
裕

も
な
い
。
そ
う
い
う
循
環
で
す
ね
。

司
会
：
結
論
は
経
営
基
盤
を
シ
ッ
カ
リ
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
あ
ま
り
現
役
の

時
と
変
わ
ら
な
い
話
に
な
り
ま
し
た
。（
笑

い
）

　

話
し
は
尽
き
ま
せ
ん
が
今
回
は
一
応
こ

の
く
ら
い
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

A
：
今
日
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
を
ど
う
支
援
す
る
か

と
い
う
点
で
は
突
込
み
が
足
ら
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
し
た
が
次
回
ま
た
や
り
た
い

で
す
ね
。

（
編
集
後
記
）

有
志
に
よ
る
久
々
の
座
談
会
で
あ
り
ま
し

た
。
前
号
と
併
せ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

N
P
O
活
動
を
や
っ
て
い
く
上
で
の
私

た
ち
の
課
題
と
し
て
出
て
き
た
こ
と
は

(1) 

社
会
貢
献
と
経
営
と
の
兼
ね
合
い
を

ど
う
す
る
か

(2) 

や
り
が
い
の
あ
る
面
白
い
活
動
を
す

る
(3) 

若
い
人
と
の
連
携
と
我
々
の
活
動
の

智
恵
を
次
世
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す

る
こ
と

な
ど
で
あ
り
ま
し
た
が
、
結
論
的
な
纏
め

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
た
だ

た
だ
司
会
者
の
力
不
足
で
す
の
で
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。（
佐
）
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